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〆ー、

，ー、
弘、脳

ベヘ
、
マ夕、ラの椎魚は飼育がむつか

しく， 5mm以上に育てるのは困

難でし疋ガ¥今年は4月下旬に

多数のものが10mmを超えましだ。

その後5月中旬現在20mmに達

しましだが、数はへって来まし

疋。

平易

マダラの人工採苗稚魚 (59年 4月24日撮影体長 9-14mm) 
~、
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昭
和
五
九
年
度

事
業
計
画
と
分
担

部
長

高
橋

寛
成

青森県水産増殖センターだより第28号

ま
ず
初
め
に
四
月
の
異
動
で
永
峰
筏
師

が
水
産
物
加
工
研
究
所
へ
転
じ
、
か
わ
り

に
同
研
究
所
か
ら
中
谷
主
任
研
究
員
が
加

わ
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

漁
場
部
の
業
務
を
次
に
紹
介
し
ま
す
。

〔
海
況
・
環
境
調
査
部
門
〕

こ
の
部
門
で
は
陸
奥
湾
を
主
対
象
に
、

水
温

・
塩
分

・
流
向
流
速
等
の
海
況
お
よ

び
水
質
や
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
(
餌
)
等
の
環

境
調
査
を
行
な
い
、
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

愚
近
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、
観
測
デ
l
タ

の
蓄
積
と
整
理
の
為
の
機
概
佑
が
進
ん
で

き
た
の
で
、
提
供
す
る
海
況
情
報
に
新
鮮

味
を
加
え
た
も
の
に
し
よ
う
と
努
力
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
年
の
目
玉
は
、
海
況
自
動
観
測
装
置

の
更
新
で
す
。

(
別
項
紹
介
)

O
海
況
自
動
観
測
に
よ
る
毎
時
デ
l
タ
の

整
理
お
よ
び
諸
平
均
値
、
代
表
値
等
の
整

備
、
装
置
の
維
持
管
理

(
三
津
谷
技
師
)

O
湾
内
定
点
に
お
け
る
海
洋
観
測
お
よ
び

水
質

・
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
・
餌
斜
環
境
の
調

査

(
中
谷
主
任
研
究
員
)

O
セ
ン
タ
ー
前
で
の
表
面
水
混

・
気
温
等

の
定
時
観
測

(高
林
技
師
)

O
陸
奥
湾
海
況
月
報

(
現
況
と
水
温
予
測
)

の
発
行

(
三
津
谷
技
師
)

〔
員
毒
対
策
研
究
部
門
〕

乙
の
部
門
で
は
陸
奥
湾
に
お
け
る
ホ
タ

テ
ガ
イ
の
毒
伯
予
知
の
精
度
向
上
、
全
国

的
規
模
で
実
施
さ
れ
て
い
る
原
因
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
の
分
布
動
態
究
明
、
解
毒
の
為
の

基
礎
研
究
等
を
と
お
し
て
、
貝
毒
問
題
に

対
応
し
て
い
ま
す
。
毒
他
予
知
に
関
し
て

は
、
観
測
デ
l
タ
の
蓄
積
に
伴
い
か
な
り

正
確
な
情
報
を
提
供
で
き
る
段
階
に
な
り

ま
し
た
。

O
陸
奥
湾
二
定
点
に
お
け
る
貝
毒
及
び
海

況
、
原
因
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
調
査
、

お
よ
び

湾
口
・
湾
内
に
お
け
る
海
況
と
原
因
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
分
布
調
査

o ，画、日
本
海

津
軽

戸画、海

峡

太 (
平高
洋 林
トこ 主支
お 師
~::J -

る
原
因
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
・
海
況

・
貝
毒
調

査
(
神
合
と
沿
岸
域
)
、
マ
ヒ
性
貝
毒
原

因
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
・
シ
ス
ト
等
の
調
査

(
尾
坂
主
任
研
究
員
)

O
毒
伯
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
解
毒
試
験
と
貝
の

生
理
研
究
お
よ
び
低
毒
養
殖
法
の
開
発
試

験

(
今
井
授
師
)

部
長

青
山

禎
夫

陸
奥
湾
に
お
い
て
は
、
乙
乙
数
年
来
養

殖
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
へ
い
死
や
異
常
貝
の
出

現
率
が
増
加
し
て
き
て
お
り
、
今
年
の
生

産
見
通
し
に
つ
い
て
も
、
き
び
し
い
も
の

が
予
想
さ
れ
ま
す。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
で
、
四
月
に

は
区
画
漁
業
権
が
更
新
さ
れ
て
、
新
し
い

俸
制
が
整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

ζ

れ
を

契
機
に
更
に
安
定
生
産
の
軌
道
づ
く
り
を

進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

一
方
、
養
殖
と
共
に
産
業
の
両
翼
と
な

る
べ
き
「
地
ま
き
」
に
つ
い
て
は、

数
年

来
継
続
実
施
し
て
い
る
実
態
調
査
ベ

る

と
、
良
い
所
と
悪
い
所
の
格
差
が
拡
大
し

て
い
る
よ
う
に
み
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、

五
八
年
産
稚
貝
の
放
流
数
量
が
少
な
い
な

ど
、
な
お
問
題
が
多
い
と
い
え
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
態
を
打
開
す
る
た
め
に
は
、

「
良
い
種
づ
く
り
」
を
基
本
に
し
た
対
応

を
進
め
る
乙
と
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

外
海
域
に
お
い
て
は
、
適
地
を
選
定
す

る
た
め
に
必
要
な
漁
場
評
価
研
究
に
加
え

て
、
需
要
が
増
大
し
て
い
る
放
流
用
種
苗

の
質
的

・
量
的
確
保
に
関
す
る
問
題
が
提

起
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
上
の
情
勢
に
対
処
す
る
た
め
に
、
今

年
度
は
次
の
課
題
を
重
点
に
調
査
研
究
を

進
め
ま
す
。

な
お
、
今
年
四
月
よ
り
部
員
が

一
人
増

え
て
玉
名
と
な
り
ま
し
た
。

一

、

陸

奥

湾

養
殖
に
つ
い
て
は
、
へ
い
死
を

起
さ
な
い
体
制
づ
く
り
の
た
め
に
、

環
境
収
容
力
を
究
明
す

る
な
ど

技

術
的
側
面
か
ら
の
積
極
的
対
応
を

は
か
り
ま
す
。

ま
た
、
地
ま
き
に
つ
い
て
は
、

大
規
模
実
証
試
験
の
成
果
や
実
態

調
査
の
結
果
を
も
と
に
、
良
い
種

づ
く
り
と
漁
場
管

理
の
適
正
化
を

推
進
し
ま
す
。

(田
中
主
任
研
究
員
、
対
馬
技
師
他
)

二
、
天
然
採
苗
予
報

採
苗
を
効
率
的
に
進
め
る
た
め

(
 

に
必
要
な
、
迅
速
・
的
確
な
情
報

の
提
供
と
、
鍵
苗
を
確
保
す
る
適

正
育
成
管
理
方
法
の
指
針

を

明
ら

か
に
し
ま
す
。(

平
野
主
任
研
究
員
他
)

三

、

外

海

域

漁

場
評
価
研
究
を
進
め
て
激
流

適

地
を
選
定

し
、
産
業
の
鉱
大
を

め
ざ
し
ま
す
。
ま
た
、

需

要
が
増

大
し
て
い
る
放
流
用
種
苗

の

質

的
・

量
的
確
保
の
検
討
を
お
こ
な

い
ま
す
。

(伸
村
技
師
他
)

部
長

千
葉

照

今
年
度
は
次
の
調
査
及
び
試
験
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
現
地
で
の
御
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

一
、
ア
ワ
ビ
増
殖
試
験

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
成
長

・
歩
留
等

放
流
効
果
に
つ
い
て
追
跡
調
査
す
る
。

(宝
多
技
師
他
)

ニ
、
ホ

ッ
キ
ガ
イ
増
殖
試
験

生
態
調
査
を
行
い
糟
殖
方
策
を
追
求
す

る
。

(須
川
主
任
研
究
員
他
)

三
、
サ
ザ
エ
増
殖
試
験

サ
ザ
エ
の
分
布
密
度
等
漁
場
調
査
を
行
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ぃ
、
増
殖
方
法
を
検
討
す
る
。
(
宝
多
技
師
他
)

四
、
ア
カ
ガ
イ
増
殖
試
験

昨
年
度
に
引
き
続
き
芦
崎
湾
で
放
流
試

験
等
を
行
う
。

(千
葉
部
長
他
)

五
、
ア
カ
ガ
イ
種
苗
量
産
技
術
開

発
試
験

ア
カ
ガ
イ
の
人
工
採
苗
に
よ
る
種
苗
量

産
技
術
の
向
上
と
安
定
佑
を
図
る
。

(
川
村
技
能
技
師
他
)

六
、
サ
ザ
エ
種
苗
生
産
試
験

人
工
採
苗
に
よ
る
種
苗
生
産
の
基
礎
研

究
を
行
う
。

~<:$当<I~~~~~~<:$当時~~<:$ヨ<1<:$国青森県水産増殖センターだより

(松
坂
技
間
他
)

七
、
ホ

ッ
キ
ガ
イ
大
規
模
噌
殖
場

開
発
調
査

三
沢
、
八
戸
地
区
で
調
査
を
実
施
し
て

き
て
い
る
が
、
本
調
査
は
最
終
年
を
迎
え

大
規
模
増
殖
場
造
成
の
可
能
性
に
つ
い
て

の
検
討
を
行
う
。

(須
川
主
任
研
究
員
)

八
、
ア
ワ
ビ
大
規
模
唱
殖
場
開
発

調
査

三
八
、
白
糠
の
両
地
区
に
於
い
て
事
業

の
効
果
調
査
を
行
う
。

(
宝
多
技
師
他
)

九
、
津
軽
海
域
総
合
開
発
事
業
調

査今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
サ
ザ
エ
増
殖
場

造
成
の
た
め
の
調
査
を
行
い
、
世
情
造
物
の

3 

(

(

 

配
置
、
工
法
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

(
宝
多
技
師
他
)

+
、
ナ
マ
コ
増
殖
試
験

今
年
度
か
ら
ナ
マ
コ
の
増
殖
に
つ
い
て

検
討
を
開
始
す
る
が
、
初
年
度
は
人
工
採

苗
試
験
及
び
天
然
探
苗
試
験
を
行
う
。

(須
川
主
任
研
究
員
他
)

+
一
、
ア
カ
ガ
イ
保
護
水
面
管
理

事
業
調
査

芦
崎
湾
に
設
定
さ
れ
て
い
る
保
護
水
面

内
で
の
諸
調
査
は
、

一
昨
年
よ
り
行
わ
れ

て
い
る
が
、
今
年
度
は
、
ヒ
ト
デ
の
駆
除

及
び
稚
貝
の
放
流
も
併
せ
て
行
う
。

(
千
葉
部
長
他
)

部
長

横
山

勝
幸

小
倉
主
任
研
究
員
が
水
産
試
験
場
へ
転

出
し
、
か
わ
り
に
水
産
事
務
所
か
ら
吉
田

技
師
が
加
わ
り
ま
し
た
。

本
年
度
の
お
も
な
事
業
と
担
当
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

一
、
マ
ダ
ラ
増
殖
試
験

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
脇
野
沢
を
中
心

に
調
盗
を
実
防
相
し
ま
す
。
(
福
田
技
能
技
師
他
)

二
、
実
験
放
流
シ
ロ
ザ
ケ
回
帰
魚

調
査

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
茂
浦
、
野
山
ん

を
中
心
に
調
査
し
ま
す
。

(
吉
田
技
師
他
)

三
、
ヒ
ラ
メ
種
苗
量
産
試
験

(
工
藤
技
師
他
)

四
、
ヒ
ラ
メ
放
流
技
術
開
発
事
業

(
金
田
一
技
師
他
)

乙
の
二
つ
は
、
ヒ
ラ
メ
の
栽
培
漁
業
侶

へ
向
け
て
、
人
工
採
苗
技
術
の
確
立
と
放

流
効
果
の
把
握
を
目
指
し
ま
す
。

五
、
さ
け
・
ま
す
増
殖
事
業
振
興

調

査

主
と
し
て
サ
ケ
資
源
増
大
の
た
め
の
調

査
で
す
が
、
内
水
面
水
産
試
験
場
、
水
産

試
験
場
等
と

一
緒
に
調
査
券
分
担
し
ま
す
。

(
吉
田
技
師
他
)

六
、
関
根
浜
及
び
そ
の
周
辺
地
域

漁
業
振
興
調
査

大
畑
、
野
牛
に
お
け
る
サ
ケ
稚
魚
海
中

飼
育
試
験
を
担
当
し
ま
す
。(
横
山
部
長
他
)

七
、
組
織
的
調
査
研
究
活
動
推
進

事

業

脇
野
沢
地
区
に
お
い
て
、
漁
業
振
興
の

あ
り
方
等
を
検
討
し
ま
す
。(横
山
部
長
他
)

こ
れ
ら
の
事
業
の
他
に
、
巌
近
盛
ん
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
サ
ケ
稚
魚
の
海

中
飼
育
事
業
、
ヒ
ラ
メ
の
養
殖
な
ど
に
つ

で
も
調
査
、
指
導
に
当
た
り
ま
す
。

戸町、、

部
長

足
助

光
久

本
年
度
の
海
草
部
は
小
田
切
技
師
が

振
興
課
に
転
出
し
、
代
り
に
植
村
主
任
研

究
員
が
貝
類
部
よ
り
配
置
替
え
と
な
り
ま

し
た
。
他
の
メ
ン
バ
ー
は
昨
年
同
僚
で
す

の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

主
な
事
業
と
担
当
は
次
の
と
お
り
。

一
、
コ
ン
ブ
大
規
模
増
殖
場
開
発

事
業
調
査

コ
ン
ブ
・
ワ
こ
を
対
象
と
し
た
本
事
業

(海
草
団
地
)
に
つ
い
て
、
有
効
利
用
お
よ

び
維
持
管
理
方
法
に
つ
い
て
地
元
組
合
と

共
に
調
査
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

(
足
助
部
長
他
)

ニ
、
ア
ワ
ビ
大
規
模
増
殖
場
開
発

事
業
調
査

風
間
浦
地
区
に
造
成
さ
れ
た
本
事
業
に

つ
い
て
、
造
成
後
の
状
況
、
増
殖
効
果
等

に
つ
い
て
調
査
を
実
施
す
る
。

(植
村
主
任
研
究
員
他
)

三
、
ア
ワ
ビ
大
規

模

増
殖
場
開
発

事
業
調
査

尻
屋
地
区
に
造
成
予
定
の
本
事
業
に
つ

い
て
、

事
業
機
想
樹
立
の
為
の
調
査
を
実

施
す
る。

(佐
藤
技
師
他
)

四
、
モ
ヅ
ク
聾
殖
試
験

モ
ヅ
ク
の
生
態

・
採
苗
方
法
等
に
つ
い

て
研
究
し
、
養
殖
の
可
能
性
を
検
討
す
る
。

(
能
登
谷
主
任
研
究
員
他
)

玉
、
エ
ゴ
ノ
リ
増
殖
試
験

エ
ゴ
ノ
リ
の
生
態

・
採
苗
方
法
等
に
つ

い
て
研
究
し
、
場
殖
技
術
の
確
立
を
図
る
。

(
佐
藤
技
師
他
)

六
、
ウ
ニ
増
殖
試
験

ワ
ニ
の
篭
養
殖
に
つ
い
て
、
適
正
給
餌

量
、
期
間
等
を
試
験
す
る
。

(植
村
主
任
研
究
員
他
)

七
、
津
軽

海
域
総
合
開
発
事
業

調

査サ
ザ
エ

・
ク
ニ

・
ア
ワ
ビ
に
対
す
る
餌

斜
海
藻
の
増
殖
技
術
を
開
発
す
る
。

(
能
登
谷
主
任
研
究
員
他
)

八
、
電
源
立
地
地
域
温
排
水
対
策

事
業
調
査

東
通
村
白
糠
、
小
田
野
沢
に
お
け
る
磯

根
漁
業
の
実
態
、
漁
獲
状
況
を
調
査
す
る

と
共
に
、
海
藻
類
の
温
度
別
発
生
、
生
長

調
査
を
実
施
す
る
。
(
能
登
谷
主
任
研
究
員
他
)
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異
常
低
水
温
と
そ
の
後
遺
症
に
つ
い
て

今
年
の
冬
か
ら
春
先
に
か
け
て
、
沿
岸

の
海
水
の
温
度
が
異
常
に
低
下
し
、

魚
貝

類
に
異
常
現
象
や
へ
い
死
が
起
っ
て
い
る

事
は
、
既
に
実
際
に
保
験
さ
れ
た
り
、
新

聞
や
テ
レ
ビ
等
を
通
じ
て
と
存
じ
の
乙
と

と
思
い
ま
す
。

県
で
は
、
水
産
部
の
総
力
を
挙
げ
て
調
査

を
進
め
る
と
共
に
、
万
全
の
対
策
を
期
す

/ 

イ/〆昭 48~58

〆/ 平均
4" 
<'_.t昭59

イプ森膏

一一 1m
---15m 

CC) 
20 

10 

15 

5 

所
長

伊

藤

る
為
に
検
討
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

乙
L
で
は
、
セ
ン
タ
ー
が
担
当
し
て
い

る
沿
岸
生
物
を
対
象
と
し
て
、
今
迄
に
解
っ

た
事
や
、
今
後
ど
の
様
な
影
響
が
残
る
だ

ろ
う
か
と
言
う
点
な
ど
に
つ
い
て
、
若
干

の
考
察
を
加
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

異
常
に
低
い
沿
岸
水
温

図
1
に
ブ
イ
ロ
ボ
ッ
ト
で
観
測
し
た
陸

/J  

〆/昭 48~58

平均

シ昭59

イプ内)11 
20 

10 

5 

15 ~ 

戸曲、

7 6 5 
昭59

陸奥湾内半旬平均水温の推移

3 2 12 
nk
u
-
-

日
間

図

。

進

奥
湾
の
水
温
の
経
過
を
一示
し
ま
し
た
。
図

の
僚
に
一
月
頃
か
ら
平
年
よ
り
水
温
が
低

く
な
り
始
め
、
そ
の
差
は
二
月
に
入
っ
て

増
々
大
き
く
な
り
ご
t
三
℃
に
達
し
ま
し

た
。
四
月
に
入
っ

て
や
っ
と
上
昇
に
転
じ

ま
し
た
が
、
五
月
中
旬
に
至
っ
て
も
依
然

と
し
て
平
年
と
の
差
は
縮
っ
て
お
り
ま
せ

ん。
ま
た
図
2
に
、
沿
岸
各
地
の
三
月
と
四

月
の
最
低
表
層
水
温
を
一示
し
ま
し
た。

三

月
に
は
各
地
と
も
一

・
五
t
三
・
八
℃
と

言
う
著
る
し
く
低
い
水
混
を
一示
し
ま
し
た
。

四
月
に
入
る
と
日
本
海
側
で
は
可
成
り
の

昇
温
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、

陸
奥
湾
や
太

平
洋
岸
で
は
依
然
と
し
て
著
る
し
く
低
い

水
温
が
続
い
て
い
ま
す
。

沿
岸
水
温
は
今
後
と
う
な
る
か

乙
れ
を
推
定
す
る
為
に
は
、

日
本
近
海

の
海
流
の
状
況
や
気
象
の
状
況
な
ど
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

水
産
試
験
場
で
実
施
し
た
日
本
海
側
の

観
測
に
よ
り
ま
す
と、

今
年
三
月
の
対
馬

暖
流
の
中
心
部
の
水
温
は
平
年
よ
り

一
・

四
t
一
・
九
八
℃
低
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。

な
お
ζ
の
程
度
に
低
い
水
温
は
こ
O
年
以

上
に

一
回
あ
る
か
な
い
か
と
言
う
程
に
稀

な
乙
と
だ
と
い
う
事
で
す
。
ま
た
対
馬
陸

流
の
深
さ
は
平
年
の
約
1
/
4
、
巾
は
約

3
/
5
に
過
ぎ
ず
、
極
め
て
勢
力
が
弱
い

と
い
う
乙
と
で
す
。

な
お
、
各
県
水
試
で

検
討
さ
れ
た
漁
海
況
長
期
予
報
に
よ
~
ま

三津谷 (未発表)

す
と
、
異
常
低
水
温

が
解
消
す
る
の
は
七

月
頃
ま
で
期
待
で
き

そ
う
に
な
い
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
太
平
洋
沿

岸
に
お
い
て
も
、
津

軽
海
峡
を
経
て
太
平

洋
に
流
入
す
る
晶
体軽

暖
流
の
流
入
量
が
少

な
く
、
親
潮
第

一
分

校
が
平
年
よ
り
二
O

浬
も
岸
寄
り
に
接
岸

し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。
そ
の
中
心
水

温
は
零
℃
台
で
、
平

年
に
較
べ
て
四
℃
も

低
い
と
吾一口
い
ま
す
。

一
方
、
海
水
の
温
度
は
気
象
の
影
響
を

受
け
ま
す
が
、
沿
岸
部
ま
た
は
内
湾
部
の

海
水
は
水
深
が
浅
い
と
共
に
停
滞
し
易
い

の
で
、
気
象
の
影
響
を
受
け
易
い
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
茂
浦
地
元
で
気
温
と

水
温
宇
佐
観
測
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
気

温
と
水
混
と
の
聞
に
は
表
1
に
示
し
た
様

に
密
接
な
関
係
が
あ
る
乙
と
が
知
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

特
に
四
月
以
降
の
加
無
期
に
は
気
温
の

影
響
が
強
く
な
る
の
で
、
陸
奥
湾
内
の
水

温
は
気
温
さ
え
上
昇
す
れ
ば
、
七
月
を
待

(
 

カッコなし :3月の最低水温

カッコ内 :4月の最低水温 ノム 2仰 0)

沿岸各地の最低水温(表層、9時)図 2

表 1 茂f南地先における水温と気温

の相関係数

期 間 相関係数

周 年 0.94 

4 7 月 0.98 

8 12 月 0.98 

1 ~ 3 月 0.45 

伸村 (昭和53年 )
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た
ず
に
異
常
低
温
の
影
響
は
解
消
す
る
も

の
と
推
定
し
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

著
る
し
く
遅
れ
た
ホ
タ
テ
の
産

mmv 今
冬
の
陸
奥
湾
の
水
温
が
低
く
、

春
先

の
水
温
上
昇
が
著
る
し
く
遅
れ
た
と
と
は

前
に
述
べ
た
通
り
で
す
が
、
こ
の
と
と
は

ホ
タ
テ
ガ
イ
の
卵
の
形
成
を
促
進
し
ま
し

た
が
、
産
卵
時
期
宇
佐
著
る
し
く
遅
ら
せ
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

図
3
に
毎
年
の
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
生
殖
巣

指
数
の
推
移
を
一示
し
ま
し
た
。

ζ

の
生
殖

巣
指
数
と
は
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
依
重
に
対

す
る
生
殖
巣
重
量
の
出
率
を
一示
す
数
値
で

す
の
で
、
こ
の
値
が
高
い
程
卵
を
一
沢
山
持
っ

た
事
を
示
し
、
ま
た
乙
の
値
が
低
下
す
る

時
期
が
産
卵
期
と
な
り
ま
す
。

図
で
解
る
様
に
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
産
卵
は

三
月
初
旬
か
ら
下
旬
頃
に
か
け
て
起
る
の

青森県水産増殖センターだより信言司~同信言同需主同〈言<l~回延言回~同~同~回延言同~同需言回
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殖
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残
り
ま
す
。
し
か
し
、
今
の
と
乙
ろ
ラ
l

パ
に
死
殻
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
し
、
昭
和
五

五
年
の
様
に
随
分
遅
れ
て
も
豊
作
と
な
っ

た
例
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
程
心
配
す

る
こ
と
も
な
さ
そ
う
で
す
。

今
年
の
付
着
時
期
に
関
し
て
は
、

今
年

の
水
温
の
状
況
や
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
開
花

な
ど
か
ら
推
定
し
て
、
五
月
下
旬
以
降
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
糠
に
付
着
時
期
が
大
巾
に
遅
れ
る

乙
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
稚
貝
の
採

取
時
期
が
遅
れ
る
と
共
に
、
そ
の
後
の
成

長
も
ま
た
遅
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す

の
で
、
充
分
な
注
意
が
肝
要
で
衣
。

ア
ワ
ビ
・
サ
ザ
エ
に
被
害

被
害
の
第
一
報
は
、

二
月
二
十
九
日
風

間
浦
の
ア
ワ
ビ
増
殖
セ
ン
タ
ー
か
ら
入
り
、

当
方
か
ら
も
そ
の
状
況
調
査
に
参
加
し
ま

し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
約
五

O
万
個
の

エ
ゾ
ア
ワ
ビ
稚
貝
を
、
屋
内
水
僧
(
加
混

;
中
)
及
び
屋
外
水
槽
で
中
間
育
成
し
て
お

同
諮

り

ま

し

た

。
こ
の
う
ち
屋
外
水
槽
で
飼
育

蜘
保
し
て
い
た
稚
貝
(
三

τ一
三

回
)
約

批
地

一
O
万
個
が
へ
い
死
し
ま
し
た
。
当
時
の

月

パ

聖

5

一
平
水
槽
内
の
水
温
は
、
気
温
の
影
響
を
受
け

-7
 
別
て
一
℃
台
ま
で
低
下
し
た
そ
う
で
す
。

リ
一
一
そ
の
後
、

=
一月
三
十
一
日
に
第
一
回
低

4

水
温
情
報
会
議
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、

図
そ
の
際
に
各
普
及
所
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
情

報
に
よ
り
ま
す
と
、
ほ
Y
全
県
の
確
に
お

い
て
、
エ
ゾ
ア
ワ
ビ

・
ト
コ
ブ
シ

・
サ
ザ

(

(

 

が
普
通
で
す
が
、
今
年
は
四
月
の
初
旬
頃

か
ら
中

t
下
旬
に
起
っ
て
お
り
、
過
去
に

最
も
遅
れ
た
昭
和
五
五
年
よ
り
も
更
に
一

週
間
程
遅
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
図
4
に
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
ラ
l
バ

の
出
現
状
況
を
一示
し
ま
し
た
。
早
い
年
に

は
四
月
初
旬
頃
か
ら
可
成
り
の
数
が
出
現

し
、
四
月
下
旬
頃
か
ら
付
着
し
始
め
ま
す

が
、
遅
い
年
に
は
昭
和
五
五
年
の
療
に
四

月
下
旬
頃
か
ら
現
れ
始
め
、
五
月
下
旬
頃

か
ら
付
着
す
る
年
も
あ
り
ま
し
た
。

今
年

は
予
想
通
り
に
四
月
初
旬

t
中
旬
頃
に
は

数
が
少
な
く
心
配
し
ま
し
た
が
、
五
月
に

入
っ
て
か
ら
は
順
調
に
数
が
増
加
し
て
来

ま
し
た
の
で
、
数
の
上
で
は
ひ
と
安
心
と

言
う
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
今
の
と
こ

ろ
ラ
1
パ
は
小
型
の
も
の
が
主
依
で
、
乙

の
低
水
温
が
続
く
限
り
順
調
に
成
長
し
て

付
着
に
達
す
る
か
ど
う
か
、

一
抹
の
不
安
が

年度目1)生殖巣指数の推移
平野他 (未発表)

56年

12月

図3

(個/171)
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ェ
が
仮
死
状
態
と
な
っ
て
付
着
力
を
失
っ

た
り
、
こ
れ
が
時
伯
に
よ
っ
て
岸
に
釘
上

げ
ら
れ
て
人
に
拾
わ
れ
た
り
、
ま
た
へ
い

死
し
た
り
し
て
い
る
事
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
様
な
状
況
は
阜
い
所
で
は
二
月

下
旬
か
ら
始
ま
り
、
多
く
は
三
月
中

t
下

旬
頃
に
顕
著
と
な
り
、
な
お
継
続
し
て
い

る
乙
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

低
水
温
が
エ
ゾ
ア
ワ
ビ
ま
た
は
サ
ザ
エ

に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
は
、
ほ
Y
表

2

の
様
な
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
摂

餌
が
止
る
の
は
両
種
と
も
七

・
五
℃
程
度

で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
多
分
乙
の
程
度

の
水
温
で
あ
れ
ば
飢
餓
に
も
耐
え
て
簡
単

に
死
ぬ
乙
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し

低水温がエゾアワビ ・サザエに及ぼす影響

種 類
摂餌しなく 仮死状態と
なる水温 なる水控室

1) 
エゾアワビ 7.40C 40C 

2) 
サ サゆ 二L 7.50C 5-60C 

1)武田(未発表)
2)鹿瀬(昭45年)
3)松坂(未発表)

表 2

エ
ゾ
ア
ワ
ビ
は
四
℃
前
後
、
サ
ザ
エ
は
五

t
F
C前
後
に
な
る
と
仮
死
状
態
と
な
り

極
端
に
付
着
力
が
弱
く
な
り
、

一日一
付
着

を
は
が
さ
れ
る
と
再
び
起
き
あ
が
っ
た
り

付
着
し
直
す
活
力
が
な
い
様
で
す
。
自
然

の
海
に
お
い
て
は
時
化
な
ど
が
あ
れ
ば
脱

落
し
、
砂
に
ま
か
れ
た
り
ヒ
ト
デ
な
ど
に

食
わ
れ
て
死
ぬ
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

宝
多
技
師
の
潜
水
調
査
に
よ
れ
ば
、
禾
だ

肉
が
残
っ
て
い
る
サ
ザ
エ
に
ヒ
ト
デ
が
集
っ

て
い
た
と
言
い
ま
す
。
更
に
潜
水
調
査
し

た
日
(
五
月

一
日
)
に
は
、
水
温
が
八

・

六
t
八
・
九
℃
に
上
昇
し
て
い
た
に
も
拘

ら
ず
サ
ザ
エ
の
付
着
力
は
極
め
て
弱
く
、

長
期
に
亘
っ
て
低
水
温
に
さ
ら
さ
れ
た
個

体
は
活
力
を
失
い
、
仮
死
の
始
る
水
温

(五

t
六
℃
)
以
上
に
回
復
し
て
も
危
険

が
去
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す。現
在
の
水
温
の
上
昇
は
遅
々
と
し
て
お

り
、
な
お
、
被
害
が
若
干
拡
大
す
る
恐
れ

も
あ
り
ま
す
し
、
ア
ワ
ビ
や
サ
ザ
エ
の
僚

に
移
動
性
の
少
な
い
も
の
で
は
、
今
回
の

へ
い
死
に
よ
る
資
源
の
減
少
で
母
貝
数
の

減
少
に
よ
る
後
遺
症
は
、
長
期
に
亘
っ

て

続
く
恐
れ
も
あ
り
心
配
で
す
。

県
で
は
、
青
森
県
下
七
ケ
所
を
選
ぴ
、

現
在
、
ア
ワ
ビ

・
サ
ザ
エ
漁
場
の
潜
水
実

態
調
査
を
実
施
中
で
す
。
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海
況
自
動
観
測
新
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

現
在
観
測
を
続
け
て
い
る
海
況
自
動
観

測
装
置
は
、
昭
和
四
九
年
か
ら
観
測
を
開

始
し
プ
イ
ロ
ボ
ッ
ト
と
い
う
名
で
親
し
ま

れ
十
年
余
が
過
ぎ
ま
し
た
。
し
か
し
耐
用

年
数
が
十
年
に
設
計
さ
れ
、
近
年
機
器
の

老
朽
佑
が
進
む
と
と
も
に
、
観
測
デ
1
タ

の
処
理
が
現
在
の
情
報
化
時
代
に
対
応
で

き
な
く
な
っ
た
と
と
等
か
ら
、
今
年
度
、

新
シ
ス
テ
ム
に
全
面
更
新
す
る
と
と
に
な

り
ま
し
た
。

ふ
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
現
装
置
は
陸

奥
湾
開
発
基
本
計
画
調
査
の

一
環
と
し
て
、

湾
の
海
況
や
海
洋
学
的
な
側
面
を
解
き
明

か
す
ζ
と
を
目
的
に
設
箇
さ
れ
、
観
測
で

得
た
情
報
は
多
方
面
に
利
用
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
な
お
毎
日
、
黙
々
と
デ

l
タ
の
整

理
を
行
な
い
、
十
年
間
の
観
測
デ

l
タ
を

完
備
で
き
た
こ
と
も
貴
重
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
観
測
値
に
対
す
る
意
味
付
け
や
予

測
を
行
な
う
に
当
っ
て
は
巌
低
限
十
年
間

の
デ

1
タ
が
必
要
で
あ
る
か
ら
で
す
。

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
観
測
デ
1
タ
を
置

き
み
や
げ
に
現
装
置
は
今
年
の
八
月
中
旬

撤
去
さ
れ
る
予
定
で
す
。

さ
て
次
に
新
シ
ス
テ
ム
を
紹
介
い
た
し

青森県水産増殖センタ ーだより第28号

漁
場
部
長

橋

国

匝司

克

成

ま
す
。
新
シ
ス
テ
ム
へ
の
更
新
が
具
依
的

に
進
み
始
め
た
の
は
五
八
年
度
に
基
本
設

計
の
予
算
が
認
め
ら
れ
た
乙
と
に
始
ま
り

ま
す
。
乙
の
年
に
新
シ
ス
テ
ム
の
基
本
的

な
仕
様
と
設
計
が
東
海
大
学
山
本
教
授
、

海
洋
制
学
技
術
セ
ン
タ
ー
江
村
部
長
、
北

海
道
大
学
大
谷
助
教
授
の
三
名
を
委
員
と

す
る
新
シ
ス
テ
ム
検
討
委
員
会
(
二
回
)

を
経
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
乙
の
決
定
を

待
っ
て
五
九
年
度
の
工
事
計
画
が
県
予
算

と
し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
は
指

名
競
争
入
札
を
経
て
、
松
下
電
器
産
業
闘

が
工
事
を
請
負
う
こ
と
が
決
定
し
、
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

新
シ
ス
テ
ム
の
特
徴

新
シ
ス
テ
ム
は
現
在
の
シ
ス
テ
ム
の
運

用
実
績
を
も
と
に
、
現
在
考
え
ら
れ
る
最
善

の
改
良
を
加
え
た
シ
ス
テ
ム
で
す
。
そ
の

全
保
像
を
固
に
一示
し
ま
し
た
が
、
装
置
と

し
て
は
無
線
に
よ
る
海
況
自
動
観
測
装
箇

と、

そ
の
補
完
調
査
と
し
て
の
簡
易
自
記
観

測
装
置
に
大
別
さ
れ
、
そ
の
特
徴
、
改
良

点
は
択
の
通
り
で
す
。

O
ブ
イ
観
測
局

平
舘
プ
イ
、
青
森
ブ
ィ
、
東
湾
ブ
イ
の

(

(

 

三
基
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
新
た
に
東
湾
ブ

イ
が
設
定
さ
れ
た
理
由
は
、
陸
奥
湾
の
海

況
が
気
象
の
影
響
を
強
く
受
け
る
乙
と
か

ら
、
そ
の
観
測
場
所
と
し
て
は
湾
の
中
央

域
が
適
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
溶
存
酸

素
の
低
い
水
塊
が
発
生
す
る
の
を
監
視
す

る
に
は
同
療
に
湾
の
中
央
域
が
適
地
で
あ

る
た
め
で
す
。

観
測
項
目
と
観
測
層
は
海
域
の
特
性
に

応
じ
て
配
置
し
、
気
象
(
気
混
、
風
向
風

速
)
が
東
湾
プ
イ
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

観
測
機
器
で
は
海
中
の
係
留
と
信
号
の

伝
送
方
式
が
大
き
く
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

現
装
置
は
測
定
器
(
セ
ン
サ
ー
)
と
そ
れ

を
係
留
す
る
ロ

l
プ
、
さ
ら
に
セ
ン
サ
ー

一
つ
に
一

本
づ
つ
の
ケ
ー
ブ
ル
と
い
う
複

雑
な
繕
成
で
し
た
が
、
そ
れ
が
電
磁
誘
導

伝
送
方
式
を
採
用
す
る
乙
と
に
よ
り
、
ケ
ー

ブ
ル

一
本
で
セ
ン
サ
ー
の
係
留
と
信
号
伝

送
の
役
目
が
果
せ
る
よ
う
に
な
り
、
す
っ

き
り
し
た
形
に
な
り
ま
し
た
。
乙
の
方
式

に
よ
り
、
保
守
作
業
の
能
率
向
上
と
経
質

節
減
、
ト
ラ
ブ
ル
発
生
の
減
少
に
効
果
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

ブ
イ
船
体
で
は
構
造
と
塗
装
の
強
度
を

上
げ
て
陸
上
で
の
修
繕
を
五
年
に

一
回
に

延
ば
し
た
こ
と
や
、
プ
イ
の
安
定
や
甲
板

上
で
の
作
業
の
安
全
性
に
改
善
が
加
わ
り

ま
し
た
。

O
基

地

局

デ
l
タ
の
処
理
装
置
が
全
面
改
善

べ

、

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
や
補
助
記
憶
装
置
、
作
表
、

作
図
機
器
の
能
力
と
、
そ
れ
ら
を
動
か
す

プ
ロ
グ
ラ
ム
(
ソ
フ
ト
)
の
機
能
が
大
幅

に
向
上
し
、
多
日
開
な
情
報
の
迅
速
な
提
供

に
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

O
簡
易
自
記
観
測
装
置

プ
イ
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
観
測
に
代
っ
て
、

大
島
、
野
辺
地
、
川
内
ブ
イ
の
位
置
に
自

記
式
の
水
温
計
を
設
置
し
、
水
温
の
継
続

観
測
を
行
な
い
、
海
況
把
握
の
補
完
を
行

う
装
置
で
す
。
観
測
デ

l
タ
の
回
収
に
は

船
を
使
用
し
、
デ
ー
タ
は
プ
イ
ロ
ボ
ッ
ト

の
デ
l
タ
と
同
様
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
処

理
さ
れ
ま
す
。

以
上
が
新
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
で
す
が
、

海況自動観測新システムの全体像

..-.. 

現
地
工
事
は
八
月
中
旬
の
現
シ
ス
テ
ム
の

撤
去
工
事
に
始
ま
り
、
十
月
の
試
験
運
用

を
経
て
、
十
一
月
か
ら
稼
動
の
予
定
で
す
。

工
事
中
は
観
測
を
停
止
す
る
の
で
漁
業
者

の
皆
さ
ま
に
は
不
便
を
か
け
る
乙
と
に
な

り
ま
す
が
、
し
ば
ら
く
の
し
ん
ぼ
う
で
す
。

ま
た
工
事
中
は
プ
イ
設
置
海
域
で
ク
レ
ー
ン

船
が
作
業
し
ま
す
の
で
、
漁
業
者
各
位
の

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

み叩l局(無線師)
+ 自記観測用プイ( に
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T ;水温

s ;塩分
DO;溶存酸素

C dnt川]・流速

A ;風向 ・風速、気温


